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人工移入によるゲンジボタル 地域個体群
における遺伝的構造ヘ 影響

日和 佳政 ・水野 岡」志☆・草桶 秀夫 (福 井県福井市)

の

の

1.は じめに

我々は, これまでゲンジボタル Z冴声

θノ2 cr」声2/2,ヘ イケボタル Z″"θノ2

/2rθr2/ぉ おょびヒメボタル Z冴ごメθ/2

β2r l lr/2についてDNA(遺 伝子)の 塩

基配列から各地域の個体群の遺伝的類縁

関係を調べてきた (吉川ほか,2001;草

桶1。日本田, 2002, 日本田ほか, 2004; 目末日
・草桶,2004)。 その結果,こ れらのホ

タルの遺伝的構造は,地 域によって異な

ることが明らかとなった。特に,本 州で

のゲンジボタルの遺伝的集団はフォッサ
マグナを境に東日本と西日本の2つ のグ

ループに分けられるが,こ の境界は発光

間隔が約4秒 の東日本グループと約 2秒

の西日本グループとも一致する。このよ

うに,地 形の構造や生態的特性が遺伝子

構造に大きな影響を与えていることが明

らかとなった。

ゲンジボタルは,豊 かな里山のシンボ

ルとして取 り上げられ,盛 んに保護活動

が行われている。しかしながら,ホ タル

の保護活動は,個 体数の激減した地域に

対し,他 地域のホタルの幼虫を養殖し放

流することが行われている地域があり,

遺伝的多様性を保全する観点からは,大

きな問題である。他地域への人工移入は,

その地域に生息していた個体群との交雑

が起こるため,地 域固有群への遺伝的な

汚染が危惧される (大場,2006)。 他地

域への移入の例として, これまで1960年

ごろから数回にわたって滋賀県守山市か

ら長野県辰野町松尾峡にゲンジボタルが

移入されていることが知られている (井

口,  2 0 0 3 )。

そこで本研究では,辰 野町松尾峡に人

工移入されたゲンジボタルと,辰 野町に

自然発生しているゲンジボタルを用いて,

ミトコンドリアDNAの ND5遺伝子の塩

基配列を比較解析することにより,移 入

されたゲンジボタルが,移 入先のゲンジ

ボタルとどのような遺伝的類縁関係を示

すかを調べた。

2.材 料と方法

遺伝子解析を行ったゲンジボタルは,

全国ホタル研究会会員の方々から提供さ

れたものを用いた。遺伝子解析は,DN
Aを 抽出し,ミ トコンドリア内のND5遺

伝子領域をPCRに よって増幅し,Dye
iermina↓or法によって塩基配列を決定し

た。決定された塩基配列か らMEGA3.1

(Molecular Evolu↓lonary Genetics

Analysis verslo■3.1)を用いてN」 法

で分子系統樹を作製した。系統樹の分岐
の信頼性は,1000回繰り返しによるブー

- 2 5 -



スス トラップテス トによって評価した。

3.結 果と考察

これまで著者らの研究によって,長 野

県に生息しているゲンジボタル個体群は,

西日本と東日本の2つ のグループが混在

していることを明らかにしている (馬場

ほか,2005)。 本研究では長野県を中心

として詳細な遺伝子解析を行った結果,

西日本グループはさらに, 3つ のサブグ

ループに分けられた。長野県のゲンジボ

タルは,東 日本グループのほかに,西 日

本グループの3つ のサブグループのうち

サブグループ 1と 2に 属された (図1)。
一方,守 山を含む滋賀県,岐 阜県および

福井県の3県 にまたがるゲンジボタルは,

西日本グループのサブグループ3に 属さ

れた。次に,辰 野町に自然発生したゲン

ジボタルと守山市から辰野町松尾峡に移

入されたゲンジボタルとの遺伝的類縁関

係を比較検討したところ,辰 野町で自然

発生しているグループは,サ ブグループ

1に 帰属された。しかしながら, これま

で守山市から辰野町松尾峡に移入された

ゲンジボタル,移 入元 (守山)の 西日本

グループのサブグループ3と 同じグルー

プに帰属された。これらの結果から,滋

賀県守山市から長野県辰野町に移入さね

たゲンジボタルは,そ の地域に発生して

いるゲンジボタルとは遺伝的にも異なり,

現在もその地域に定着し自然交配によっ

て世代交代が続けられていることを示峻

している。したがって,移 入されたゲン

ジボタルの子孫は,今 後松尾峡以外の他

地域にも広がっていく恐れがあり,そ れ

に伴い松尾峡周辺に自然発生しているゲ

ンジボタルとの交雑の可能性が強く示唆

される。このように,他 地域から人工移

入されたホタルが,自 然発生しているホ

タルとは遺伝的にも異なり,定 着してい

ることは,遺 伝的にも大きな問題であり,

遺伝子攪乱の要因ともなり大変危惧され

る。
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図1.長 野県辰野町における人口移入されたゲンジボタルの遺伝的変異
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